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【 コロナの終息に向かい 】  
今年は、雨も少なく、日野で田植えを見る機会は、ほとんど無くなりました。 
また今の時期、アナベル（紫陽花）の白い花が、まだ美しいです。 

ご利用者、ご家族の皆様には、日頃より、コロナ等の感染防止にもご協力をいた

だき、本当にありがとうございます。 
お陰で、当施設では、安心・安全な運営が、なんとか可能になっております。 
夏に向かう日々、きれいな周囲の緑と、富士山の雄姿で決まる風景には、気持

ちのいい季節を感じ、体も元気になります。 
ご利用者の皆さん、そして日々成長を続ける保育園の子どもたち、介護・保育

施設の職員の動きも、夏に向かう気候のように、元気になっています。 
核家族化、個別化が進む今の時代は、一人一人が情報を頼りに生きていますし、

その方が生活しやすいとも言えます。一方、サッカー場の観客の「熱狂」には、

群れを求めての代償を感じてしまいます。 
その点、当複合施設では、介護施設をご利用の高齢の皆さんから、職員の世代

を間にして、ひよこハウスの子ども達まで、多世代が触れ合えています。その中

で、子どもたちは、生きることや生きる知恵を学んでいます。 
老健クローバーの前庭には、開設時に植えられた欅（ケヤキ）の樹が、20 年

を経て、今は、建物の高さを超えるほどにりっぱに成長しています。 
シンフォニア裏庭には、タケノコ狩りを楽しめる竹林もあり、四季折々に、い

ろんな植物の成長が見られる「場」が、この複合施設にはあります。 
ご利用者の皆様が、コロナ禍の鬱陶しさを吹き飛ばしつつ、豊かな自然環境を

楽しみながら、充実した日々を過ごせますように、職員一同、工夫をしてまいり

ます。 
中庭で元気に泳いでいた鯉のぼりに替わり、新たな飾りつけも、ひよこハウス

豊田の皆さんに期待しましょう。 
ご利用者の皆さまと職員が協力で、皆さんの日々の生活が充実しますように、

今月もいろいろ工夫してまいります。 
ご利用者・ご家族の皆さん、今月もよろしくお願い申し上げます。 
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